
従業員の

立替処理の

効率化

✓ 個人のクレジットカードで支払いをした場合は、カード明細から事業性経費の支

払いだけを抽出して、レシートとともに経理申請する必要があった。

法人の

会計業務の

効率化

✓ 請求書や個人のクレジットカード明細を見ながら、手作業で日々の支払い内

容の記帳や仕訳作業、月次の領収書との付け合わせ等を行っていた。

企業名 SPECTRUM株式会社

資本金 50,000円

所在地
東京都新宿区左門町14-61

フォルム四谷外苑東607
従業員数 20名

設立 2020年3月

事業内容
• 経営コンサルティング、CG動画/Youtube動画制作、Webサイト制作、アプリ
開発(Web/Native)、SNS/広告運用、その他コンテンツ制作

導入の背景経理業務の実施主体

専属部署・担当 経営者
従業員の

立替処理の効率化

従業員の立替による

経済的負担の軽減

法人の会計業務の効率化

（帳簿作成効率化等）

法人の

支払い業務の効率化
資金繰りの改善経営者の公私分離

＜お話をお伺いした方＞

代表取締役/CEO 豊田聖宇様

＜日付＞

2024年2月

【これまで】創業時に申込みを行ったが、カード発行までは個人のクレ

ジットカードで代替していた

【導入のきっかけ】銀行口座開設時にカードを同時申し込みした

【今後】事業の成長に合わせて、他社のカードの見直しも検討したい

【導入時の苦労】申込から発行まで2か月程度かかり、その間、経理処

理が面倒であった

特徴

• 事業に関する様々な経費の支払い（交通費や接待・交際費から仕入れ、

サブスクリプションサービスの支払い等）に利用可能な法人向けのクレジッ

トカード

企業概要 導入ソリューション

ソリューション名 カード会社発行のビジネスカード

従業員の

立替処理の

効率化

✓ 個人のクレジットカード明細からいちいち事業性経費を確認する必要がなくなり、

また、タクシー等の小口支払いにおいてはレシートが不要になったので経費申請

の手間が削減できた。

利用上限額が

低い

✓ 事業は成長しているが、カードの利用上限額が増加しない。都度、申請して一

時的に支払い上限額を増加することは可能であるが、手間が掛かる。カード支

払いの範囲を広げていきたいが、上限額が課題となり、なかなか拡充できない。

未解消の課題/新たに発生した課題

法人の

会計業務の

一部効率化

✓ 当初はカード導入により、経理部が担っている会計業務も大幅に削減できると

考えていた。カード明細を会計システムと連携できるため、帳簿への記帳作業

等は効率化できる。一方で、大口の支払いにおいては、税理士からは支払い

内容の詳細を求められることがあり、この点は請求書支払いと変わらず手間が

掛かっている。

得られた効果導入背景
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